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　「乳児用粉乳の調乳にはいったん沸騰させ 70℃

以上まで冷ました湯を使うように」．粉ミルク缶の

説明も母子手帳も最近突然こう改められました．

長年「50℃の湯」だったのが突然 70℃以上です．何

か理由があるのでしょうが，説明はありません．

乳業会社の MR も何もいいません．当然，ほとん

どの小児科医はこの変更を知りません．

　少し調べてみるとこの根拠は厚生労働省から

の 1 通の課長通達1）に行きつきます．それには「海

外で粉乳に Enterobacter sakazakii という病原性細

菌が混入し健康被害が出ている．それに関連する 

WHO 文書2）を添付する」だけのものです．Saka-

zaki という日本人名の唐突な登場に驚かされま

す．今，落ち着いて考えると，この菌は未熟児，

新生児という免疫的弱者への日和見的感染であっ

て，決して健康被害ではありません．国産の粉乳

にも高率に検出され3），粉乳が原因かは不明なが

ら患者も発生しています4）．

　疑問の第一の E. sakazakii の命名者は 1980 年 

CDC の Farmer 氏です5）．本菌は黄色色素を産生

する E. cloaca の変異種とされていましたが，

Farmer は遺伝子，表現型の両方から両者は違うと

して腸内細菌科の新種で 15 の bio－group を設け

報告しました．また，坂崎利一氏のエンテロバク

ター，ビブリオなど腸内細菌学に対する多大の貢

献に敬意を表しての命名と述べています．坂崎利

一先生は農林省家畜衛生試験場（現 農業・食品産

業技術総合研究機構動物衛生研究所）に所属され

たことが 1960 年のご自身の原著（Jpn J　M & Biol 

13：1－12, 1960）の欄外に記されており，1963 年

には国立予防衛生研究所（現 国立感染症セン

ター）に在籍されたようです．

　本菌の病原性に関し，英国の同一病院で 1 週間

隔で発生した敗血症，髄膜炎の 2 新生児剖検例

（1957 年，報告は 1961 年）と 1965 年デンマーク

の新生児髄膜炎（治癒）の髄液由来の分離菌株が

ロンドンの Parker の下で黄色色素産生 E. cloaca，

菌株間の表現型はほとんど差なしとの報告が最初

で5），以後壊死性腸炎，敗血症，髄膜炎，脳膿瘍

などの報告が増し，Farmer は 58 臨床分離株につ

いては検討しています．報告のほとんどは生後 1 

週間以内の新生児，未熟児です．

　死亡率の 20～50％2）は治療で変わるでしょう

が，神経学的重篤後遺症も高率です．乳児用粉乳

から 5％以下の分離率ですが2），わが国の製品でも

前記 Oonaka の文献（大仲，麻布大学）3）の会社別

に 1／22，0／12，2／10，0／7，1／10 が陽性との報告

があります．同時に大腸菌なども検出されていま

す3）．このほか哺乳瓶のプラスチック面にバイオ

フィルムを作りやすいという報告もあります．集

団発生の報告もありますが，粉ミルクに 5～10％

存在しそれを哺乳する数を考えると発症する率は

極めて低いものでしょう．エンテロバクター科な

ら動物腸管や環境から当然検出されるはずの菌で

すし，しかも現在の粉ミルクの製法は減菌であっ

て殺菌ではないのです．缶に入っていても缶詰と

は違い安心はできません．

　わが国の例は 27 週 1,267 g の男児で，体外受精

で前期破水，陥没呼吸など多彩な症状があり，無

呼吸発作から髄膜炎と診断したのは日齢 22 です

が本当の発症日は不明．生直後 2 日間人工乳，あ

とは母乳．その人工乳は 85℃以上の湯で作り氷冷

保存．これが感染源とは考えにくいとしています．

本例では脳膿瘍は治癒しましたが重大な障害を遺

しました．

　E. sakazakii に到着するまでこの菌は細菌学上

の居場所がなかなか定まりませんでした．坂崎，

田村の共著の「腸内細菌」は上下 2 巻の大作で，

その Enterobacter の項6）にこのグラム陰性，通性嫌

気性短桿菌，水不溶黄色色素産生菌が E. saka-
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zakii に落ち着くまでの経過が坂崎先生の筆で詳

述されています．まず Klebsiella（1885）か Aero-

bacter（1900）か．これは Enterobacter の提案

（1960），と Aerobacter の廃棄（1970）で決着がつ

き，次に Aerobacter には aerogenes と cloaca の 2 

種が置かれていました（1960）が，この A. cloaca の

一部が Enterobacter cloaca になり，そのなかに黄色

色素産生株がみつかり，これが Farmer らの E. 

sakazakii 新種創設に発展した5,6）というわけです．

ところがこれで話はまだ終わりではありません．

Iverson ら7）は DNA 構造の解析を発展させ E. 

sakazakii と同義の C. sakazakii（これは biogroup 

1～4，7，8，11，13 を含む）と生物学的差異から

再分類した C. malonatricus など 6 亜種からなる 

Cronobacter 属を創設したのです（6 亜種すべて新

生児に病原性を示し得るかどうかまだ不明）．とい

うわけでまだ事態は流動的です．

　語源となった Cronus はギリシャ神話の巨人の 

1 人で，ガイアの息子かつ夫の名です。天の神ウ

ラヌスと地の神ガイアの息子の名で，父の王位を

奪うが自らも息子のゼウス（オリンポス山の神々

の王）に追われるという壮大な物語です．

　結語：粉ミルクには製法上除き得ない菌混入が

あり「いったん沸騰させた 80℃の湯で調乳」し，流

水で人肌より熱めに冷ます．いったん調乳後は直

ちに飲ませること．電子レンジは部分的に過加熱，

低加熱を生じやすく避けること．新生児・未熟児

は特に注意してください．

　参考資料検索収集に協力いただいた森永乳業栄

養科学研究所 清水隆司博士に深謝します．
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